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このメールジャーナルは今までは SABSNPO 内部向けのものでしたが、今回も、ひょっと

して。 少しでも興味を持っていただけるかも知れない方々にも配信を始めることにしま

した。 受信をしたくないと思われる方々は恐れ入りますが、その旨、下記 メールあて

先にお知らせください。 
このジャーナルのバックナンバーはホームページ（上記 URL）にあります。 
 

１）第 4 回定例会の報告 

① 出席者 9 名（会員 6 名 非会員 3 名） メール送付先（85 名） 
② ｐH 測定用の手持ち pＨメータの事例について紹介しました。 

参考資料 ； JIS Z8802-1984 pＨ測定方法」 
         JIS K0020-1997 標準物質ー中性りん酸塩など 
         その他（ 会場で e-book（CD）として配布しました。） 
その後の話し合いとして、貴志さんからの提案があって、この標準化を具体的にはじめる

ことを試みてみてはどうか？ということになりました。（会員の標準化活動の教育、トレー

ニングを含めて） そのために、経産省の関係の担当官、規格協会、関係の業者のリスト、

などの調査と話し合いを始めたいと思います。 
③ 松坂さんの論文については十分な時間がありませんでしたが、貴志さんの（名和小太

郎著 “技術標準対知的所有権”中公新書 960）の抄録とまとめて、このような最先端の研

究成果を標準化に持っていくための一つの事例として考える事としたいと思います。いろ

いろ考えがありましたらお知らせください。そのためにプリントとして配布いたしました。 
③ 中谷さんから免疫増強サプリメントの紹介がありました。将来サプリメントの標準化

委員会を作るときのために保存します。内容について興味ある方は、わたくし（奥山）

のところにサンプルがおいてありますのでお知らせください。 
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２）定例会のお知らせ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

バイオオテクノロジー標準化支援協会 第 5 回 定例会 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
日時 2008 年 10 月 29 日（水）午後２時―４時 
   （会場には世話人は 1 時から 5 時まで居りますので この時間帯にきてくださって

も結構です。）（注意 今回は第 5 水曜になりました） 
場所 八雲クラブ（ニュー渋谷コーポラス 10 階-1001 号）(首都大学東京同窓会）  
 （前回の出席者の方から会場の場所が分かり難いというコメントがありました。 
   簡単な見つけ方は、まず、“東急ハンズ”を見つけてください。 正面から見て左の

辻を入るとハンズの商品の搬入口があります。 その入り口の左側がニュー渋谷コ

ーポラスの入り口です。）地図は前号に載っています。 
   住所： 渋谷区宇田川町 12-3 
   電話番号： 03-3770-2214 
 

話題  

１）タンパク質の分子像を操作する― ①。（RasMol） 

今回（第 5 回）の定例会は、従来のものと趣向をかえて、標準化とは直接関係のない

遊びの要素を取り入れました。 
｛①としましたのは多分一回では終わらないと想いますので将来続ける積もりだから

です｝ 



コンピュータの画面上にタンパク質の分子像を出して、出席者ご自身で操作してみて、

いろいろと変化させて楽しんで頂くという企画です。 アマチュア向けの出版物で有機化

合物のものは次の参考資料にあります。（本間善夫、川端 潤著：パソコンで見る動く分子

事典（CD つき）ブルーバックス講談社 B1266） 
 

 

 
一つの例として、血清アルブミンの分子模型を提示しておきます(破れ心臓型です)。図

がでるのに時間が掛かります。 
その他、操作の予定のタンパク質としては C-reactive Protein（--感染症の臨床診断の

対象として測定するタンパク質）と抗体グロブリンを用意して置きますが、当日インタ

ーネットの都合と時間と操作する人の能力が許せばノーベル賞の下村さんの緑蛍光タン

パク質などいろいろのタンパク質を doｗn road することもやってみたいと想います。 
 

２）その他 

 
 
##################################################################### 

テクノロジー標準化支援協会からジャーナルをお届けします。  
① 配信停止・中止希望； URL http://www.sabsnpo.orgにアクセスし、連絡

先欄にその旨記載してください。 
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② 配信先等、登録情報変更希望；URLhttp://www.sabsnpo.orgにアクセスし、

連絡先欄に変更内容を記載してください。 

③ バイオテクノロジー標準化支援協会に新規会員登録を希望；URL   
http://www.sabsnpo.orgにアクセスし、連絡先欄にその旨記載してくださ

い。または入会希望書に必要事項を記載の上FAX送信ください。詳細確認

希望の場合はその旨記載下さい。こちらよりご連絡差し上げます。 

④ ウエブサイトに関するご意見；URLhttp://www.sabsnpo.orgにアクセスし、

連絡先欄にご意見を記載ください。 
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